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6-5) 全身症状 
 

１）全体像 
 サルコイドーシス（以下，サ症）では倦怠感，息切れ，痛み（胸痛，関節痛など）といっ

た臓器非特異的症状（全身症状）を多く認め，欧米では para-sarcoidosis syndrome など

と呼ばれる 1)． 

 倦怠感は我が国では 6.6％と低いと報告されているが 2)，欧米では最も多い症状の一つで

あり，38.6-84％と高頻度である 3-6)．原因として，肉芽腫形成に関連するサイトカインによ

るという説があるが，サ症の合併症である，抑うつ，小径線維ニューロパチー（small fiber 

neuropathy: SFN），睡眠障害，肺高血圧，ステロイド内服も伴う影響も示唆されている 8,9)．

息切れは倦怠感によく随伴してみられる 8)．我が国では 12.4% だが 2)，欧米では 40.3-70％

と高頻度である 3,5)．筋骨格系のサ症病変による呼吸筋障害の可能性を示唆する報告はあり
10)，吸息筋力の障害が息切れや歩行能力減少の重要な要因と考えられている 11)． 

 痛みに関しても我が国では 1.5-4.1 ％と低いが 2)，欧米では 22.5-72.4 ％と高頻度であ

る 3,5,6)．近年，臓器非特異的全身症状の痛みの原因は SFN であるとする意見もあるが 12)，

十分に解明されていない．SFN は末梢神経の小径線維である Aδ線維と C 線維の選択的な

傷害により惹起される．症状は Aδ線維の障害による痛みやしびれなどの感覚障害と，C 線

維の障害による消化管症状，起立性失調，排尿障害などの自律神経障害である．感覚障害は，

神経の長さに依存する socks-glove 型（length dependent SFN）と顔面や体幹，四肢近

位に分布を示すもの（non-length dependent SFN）とがある 13)．29 例の皮膚サ症の後ろ

向き研究で non-length dependent SFN に類似した領域の皮下に perineural granuloma 

を認めたことから，それを病因と推察した報告がある 14)．倦怠感，息切れ，痛み共に QOL

が低下する点で無視できない症状である 6,15,16)．慢性の重症サ症で 70 例中 31 例（44％）

に SFN を合併しており，決して稀ではないが 12)，本症を知らないと不定愁訴として扱われ

るので対応が必要である． 

 

2）検査・診断 
 倦怠感に関して，評価に FAS（fatigue assessment scale）がよく用いられ 17)，その他

に WHOQOL-100 などの質問表が使用される 3,4)．息切れに関して， mMRC や Borg 

dyspnea scale と最大吸気筋力，最大呼気筋力，経横隔膜圧とが逆相関を示す報告がある
11,18)．痛みに関して，SFN は確立された診断方法はなく，quantitative sudomotor axon 

reflex test や皮膚生検での表皮内神経密度の測定などで評価する 19)．Lacomis らは①末梢

性の感覚異常の症状，②電気生理学的に正常，③表皮内神経線維密度の減少を挙げて，1 項

目該当すれば possible，2 項目で probable，3 項目で definite とすると提唱している 20)．
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スクリーニングや評価方法として，small fiber neuropathy screening list が有用である
21)．SFN 症状の強さと頻度を点数化する質問票で，点数が高いほど症状が強いことを示す． 

 

3）治療・予後 
 倦怠感に関して，メチルフェニデート 22)，ジメチルフェニデート 23)，アルモダフィニル
24)といった神経刺激薬や抗 TNF-α阻害薬 25)で改善した報告があるが，副作用の観点から安

易に用いるべきではない．ほか，倦怠感，息切れが吸気筋のリハビリテーションにより軽減

された報告がある 26)． 

 痛みに関して，サ症の SFN に対してはステロイドやメトトレキサートは無効とする報告

を散見する 27, 28)．有効な治療として，抗 TNF-α阻害剤 27）や免疫グロブリン大量療法 28)，

ステロイドパルス療法 29)，ARA29030)の報告がある．対症療法としては抗うつ薬や抗けいれ

ん薬などが用いられる． 
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